






木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)分野 (ぶんや)　特定 (とくてい)技能 (ぎのう)１号 (１ごう)
学習用 (がくしゅうよう)テキスト
(第１版)


＜はじめに＞

　このテキストは、特定 (とくてい)技能 (ぎのう)１号 (１ごう)の在留 (ざいりゅう)資格 (しかく)で、木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)（製材 (せいざい)工場 (こうじょう)など）できたい人 (ひと)が、基本的 (きほんてき)な知識 (ちしき)と技能 (ぎのう)を学 (まな)ぶためのテキストです。
　このテキストでは、・木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)や作業 (さぎょう)安全 (あんぜん)に関 (かん)する基 (き)本 (ほん)的 (てき)な知識 (ちしき)や技能 (ぎのう)を幅広 (はばひろ)く紹介 (しょうかい)しています。

なお、によっては、やり方 (かた)や用語 (ようご)などがこのテキストと違 (ちが)うかもしれませんが、その場合 (ばあい)は、職場 (しょくば)のやり方 (かた)に従 (したが)ってください。やり方 (かた)や用 (よう)語 (ご)が違 (ちが)っても、基 (き)本 (ほん)的 (てき)な考 (かんが)え方 (かた)は同 (おな)じです。


【　次 (じ)】

第 (だい)１　木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)の基礎 (きそ)
 1.1　日本 (にほん)の・林業 (りんぎょう)・木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)
 1.2　木材 (もくざい)の知識 (ちしき)
1.3　作業 (さぎょう)安全 (あんぜん)の知識 (ちしき)

第 (だい)２章 (しょう)　各品 (ひん)とその利 (り)用 (よう)
２.1　製材 (せいざい)
２.2　集成材 (しゅうせいざい)
 ２.3 合板 (ごうはん)
２.4　LVL
 ２.5　ツキ
 ２.6　フローリング
２.7　チップ
２.8　プレカット

第 (だい)３章 (しょう)　各製品 (かくせいひん)の工程 (こうてい)
 ３.1　製材 (せいざい)
３.2　集成材 (しゅうせいざい)
 ３.3　合板 (ごうはん)・LVL
 ３.4　ツキ
 ３.5　フローリング
３.6　チップ
３.7　プレカット

第 (だい)４章 (しょう)　各製品 (かくせいひん)の作業 (さぎょう)で使 (つか)われる主 (おも)な機械 (きかい)・装置 (そうち)
４.1　製材 (せいざい)
４.2　集成材 (しゅうせいざい)
４.3　合板 (ごうはん)・LVL・ツキ板 (いた)
４.4　フローリング
４.5　チップ
４.6　プレカット
このテキストは、はじめから順番 (じゅんばん)に学習 (がくしゅう)してもよいですが、次 (つぎ)の表 (ひょう)のように、○印 (じるし)の章 (しょう)を業種 (ぎょうしゅ)ごとに学習 (がくしゅう)することもできます。
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第 (だい)１章 (しょう)　森林 (しんりん)・・木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)の基礎 (きそ)知識 (ちしき)
1.1　日本 (にほん)の・林業 (りんぎょう)・木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)
（１）の森林 (しんりん)の現状 (げんじょう)と多面的 (ためんてき)機能 (きのう)
　日本 (にほん)の面積 (めんせき)の約 (やく)３分 (ぶん)の２が森林 (しんりん)です。このうちの約 (やく)４割 (わり)は、人 (ひと)の手 (て)によって植 (う)え育 (そだ)てられてきた「人工 (じんこう)林 (りん)」です。これらの人工 (じんこう)林 (りん)は、植 (う)えてから50年 (ねん)以上 (いじょう)がぎ、木材 (もくざい)としての利用期 (りようき)を迎 (むか)えているものが多 (おお)くなっているため、有効 (ゆうこう)に利用 (りよう)していく必要 (ひつよう)があります。

[image: ][image: ]　■国土面積の内訳　　　　　　　■人工林の樹種別面積

　森林 (しんりん)には、の供給 (きょうきゅう)のほかにも、土砂 (どしゃ)崩 (くず)れを防 (ふせ)ぐはたらきや、水 (みず)をきれいにして貯 (たくわ)えるはたらき、地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)を防止 (ぼうし)するはたらきなど、様々 (さまざま)なはたらきがあります。このように、私 (わたし)たちの生活 (せいかつ)を支 (ささ)える森林 (しんりん)のはたらきのことを「多面的 (ためんてき)機能 (きのう)」と呼 (よ)んでいます。


（２）木材 (もくざい)利用 (りよう)の
　樹木 (じゅもく)には、二酸化炭素 (にさんかたんそ)を吸収 (きゅうしゅう)し、炭素 (たんそ)として貯蔵 (ちょぞう)するはたらきがあります。このため、森林 (しんりん)から運 (はこ)び出 (だ)された木材 (もくざい)を建築物 (けんちくぶつ)などに利用 (りよう)することで、炭素 (たんそ)を長 (なが)い間 (あいだ)貯蔵 (ちょぞう)することができます。
　また、は、製造 (せいぞう)や加工 (かこう)をするときのエネルギー消費 (しょうひ)が、鉄 (てつ)やコンクリートなどに比 (くら)べて少 (すく)ないことから、建築物 (けんちくぶつ)に木材 (もくざい)を利用 (りよう)することは、二酸化炭素 (にさんかたんそ)の排出 (はいしゅつ)削減 (さくげん)にも貢献 (こうけん)します。
　このように、を利用 (りよう)することは地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)の防止 (ぼうし)にも役 (やく)立 (だ)つため、森林 (しんりん)資源 (しげん)を育てて利用する（循環 (じゅんかん)利用 (りよう)する）ことが重要 (じゅうよう)です。

■森林資源の循環利用のイメージ[image: ]
（３）の木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)の動向 (どうこう)
　木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)は、所有者 (しょゆうしゃ)などから木材 (もくざい)製品 (せいひん)の原料 (げんりょう)となる丸太 (まるた)を購入 (こうにゅう)し、これを加工 (かこう)して販売 (はんばい)するという活動 (かつどう)を通 (つう)じて、林業 (りんぎょう)や森林 (しんりん)経営 (けいえい)を支 (ささ)えています。ここでは、木材 (もくざい)産業 (さんぎょう)の業種 (ぎょうしゅ)ごとに、近年 (きんねん)の動向 (どうこう)を説明 (せつめい)します。

①
製材品 (せいざいひん)の出荷量 (しゅっかりょう)は、2022年 (ねん)は860万 (まん)㎥で、近年 (きんねん)は横 (よこ)ばいとなっています。その内訳 (うちわけ)は、建築 (けんちく)用材 (ようざい)が約 (やく)80％で、そのほかには梱包 (こんぽう)用材 (ようざい)や土木 (どぼく)建設 (けんせつ)用材 (ようざい)、家具 (かぐ)・建具 (たてぐ)用材 (ようざい)などがあります。
製材 (せいざい)工場 (こうじょう)でされる原木 (げんぼく)は、住宅 (じゅうたく)の柱 (はしら)などの製品 (せいひん)をつくるため、A材 (ざい)とばれるまっすぐな原木 (げんぼく)が使用 (しよう)されることが多 (おお)いです。使用 (しよう)される原木 (げんぼく)の約 (やく)８割 (わり)が国産材 (こくさんざい)、残 (のこ)りの２割 (わり)が輸入材 (ゆにゅうざい)となっており、輸入材 (ゆにゅうざい)のうち最 (もっと)も多 (おお)いのはアメリカやカナダから輸入 (ゆにゅう)される「米材 (べいざい)」です。
国内 (こくない)の工場 (こうじょう)の数 (かず)は約 (やく)4,000工場 (こうじょう)ありますが、その数 (かず)は年々 (ねんねん)減少 (げんしょう)しています。
[image: ]■国内製材工場の製材品出荷量の推移（用途別）
②集成材 (しゅうせいざい)製造業 (せいぞうぎょう)
　集成材 (しゅうせいざい)は、ひき板 (いた)、小角材 (しょうかくざい)（小角は「こかく」）などを、その繊維 (せんい)方向 (ほうこう)をそろえるようにして、幅方向、厚さ方向などに積み重ねて接着 (せっちゃく)をした木材 (もくざい)のことをいいます。
国内 (こくない)での生産量 (せいさんりょう)は、2022年 (ねん)は166万 (まん)㎥となっており、その多 (おお)くは構造用 (こうぞうよう)集成材 (しゅうせいざい)です。また、国内 (こくない)で生産 (せいさん)される集成材 (しゅうせいざい)のうち国産材 (こくさんざい)を原料 (げんりょう)とするものは47.1％と半数 (はんすう)であり、その割合 (わりあい)は長期的 (ちょうきてき)には増加 (ぞうか)傾向 (けいこう)となっています。
　国内 (こくない)の工場 (こうじょう)の数 (かず)は、2022年 (ねん)時点 (じてん)で140工場 (こうじょう)あります。

[image: ]■集成材の供給量の推移


③製造業 (せいぞうぎょう)・LVL製造業 (せいぞうぎょう)
　合板 (ごうはん)は、を回転 (かいてん)させて薄 (うす)く削 (そ)いで作 (つく)る「単板 (たんぱん)」を、繊維 (せんい)方向 (ほうこう)が直交 (ちょっこう)するように積層 (せきそう)接着 (せっちゃく)した板 (いた)（面？）のことをいいます。また、２～4mmのさの単板 (たんぱん)を、主 (おも)に繊維 (せんい)方向 (ほうこう)を平行 (へいこう)にして積層 (せきそう)接着 (せっちゃく)したものをLVL（Laminated Veneer Lumber:単板 (たんぱん)積層材 (せきそうざい)）といい、に軸 (じく)材料 (ざいりょう)として用 (もち)いられています。
国内 (こくない)での合板 (ごうはん)の生産量 (せいさんりょう)は、2022年 (ねん)は306万 (まん)㎥となっており、その多 (おお)くは針葉樹 (しんようじゅ)合板 (ごうはん)です。用途 (ようと)別 (べつ)にみると、構造用 (こうぞうよう)合板 (ごうはん)が266万 (まん)㎥、コンクリート合板 (ごうはん)が３万 (まん)㎥などとなっています。
　合板 (ごうはん)工場 (こうじょう)でされる原木 (げんぼく)は、かつてはそのほとんどが輸入材 (ゆにゅうざい)でしたが、現在 (げんざい)では約 (やく)９割 (わり)が国産材 (こくさんざい)です。樹種 (じゅしゅ)別 (べつ)では、スギが約 (やく)６割 (わり)で、次 (つ)いでカラマツ、ヒノキなどが使 (つか)われています。
国内 (こくない)の単板 (たんぱん)工場 (こうじょう)の数 (かず)は、2022年 (ねん)時点 (じてん)で155工場 (こうじょう)あります。
また、LVLのは、2022年 (ねん)は25万 (まん)㎥となっています。国内 (こくない)のLVL工場 (こうじょう)のは12工場 (こうじょう)あります。
[image: ]■合板用材の供給量の推移 ※丸太換算
④木材 (もくざい)チップ製造業 (せいぞうぎょう)
　木材 (もくざい)チップの生産量 (せいさんりょう)（燃料用 (ねんりょうよう)チップを除 (のぞ)く）は、2022年 (ねん)は528万 (まん)トンとなっており、はほぼ横 (よこ)ばいです。原材料 (げんざいりょう)には、原 (げん)木 (ぼく)（45％）のほか、工場残材 (こうじょうざんざい)（40％）、、解体材 (かいたいざい)・廃材 (はいざい)などが使用 (しよう)されます。
　原材料 (げんざいりょう)のうち、はそのほとんどが国産材 (こくさんざい)です。近年 (きんねん)は針葉樹 (しんようじゅ)の利用 (りよう)が増加 (ぞうか)し、広葉樹 (こうようじゅ)より多 (おお)くなっています。
　国内 (こくない)のチップ工場 (こうじょう)の数 (かず)は、2022年 (ねん)時点 (じてん)で1110工場 (こうじょう)あります。このうち790工場 (こうじょう)は工場 (こうじょう)などとの兼業 (けんぎょう)、320工場 (こうじょう)がチップとなっています。
[image: ]■木材チップの生産量


⑤プレカット製造業 (せいぞうぎょう)
　プレカットとは、住宅 (じゅうたく)に使 (つか)われる構 (こう)造 (ぞう)材 (ざい)などの部材 (ぶざい)の切断 (せつだん)や、部材 (ぶざい)と部材 (ぶざい)をつなぐ継手 (つぎて)や仕 (し)口 (ぐち)などの加工 (かこう)を、建築 (けんちく)現場 (げんば)に持 (も)ち込 (こ)む前 (まえ)に、あらかじめ工 (こう)場 (じょう)で、機 (き)械 (かい)を用 (もち)いて行 (おこな)うことをいいます。
プレカットは、主 (おも)に日本 (にほん)の木造 (もくぞう)住宅 (じゅうたく)で最 (もっと)も多 (おお)く建 (た)てられている木造軸組 (もくぞうじくぐみ)工法 (こうほう)に使 (つか)われています。202３には、木造軸組 (もくぞうじくぐみ)工法 (こうほう)におけるプレカット加工率 (かこうりつ)は9５％に達 (たっ)しています。
[image: ]
[image: ]■プレカット率の推移木造軸組構法におけるプレカット率

（資料：全国木造住宅機械プレカット協会）


【語 (ご)解 (かい)説 (せつ)】
継手 (つぎて)…2本 (ほん)のを長手 (ながて)方向 (ほうこう)に継 (つ)ぎ合 (あ)わせることをいう
仕 (し)口 (ぐち)…2本 (ほん)のを直 (ちょっ)角 (かく)あるいは角 (かく)度 (ど)をつけて組 (く)み合 (あ)わせることをいう


1.2　木材 (もくざい)の知識 (ちしき)
（１）木材 (もくざい)の３断面 (だんめん)
木材 (もくざい)のな３断面 (だんめん)として、「木口面 (こぐちめん)」「柾目面 (まさめめん)」「板目面 (いためめん)」があります。
「」は、幹 (みき)に対 (たい)して垂 (すい)直 (ちょく)方 (ほう)向 (こう)の断面 (だんめん)のことをいい、同心 (どうしん)円状 (えんじょう)の模様 (もよう)が現 (あらわ)れます。「柾目面 (まさめめん)」は、幹 (みき)の中心 (ちゅうしん)を通 (とお)るように縦 (たて)に割 (わ)った断 (だん)面 (めん)のことをいい、平行 (へいこう)線状 (せんじょう)の模様 (もよう)が現 (あらわ)れます。「板目面 (いためめん)」は、幹 (みき)の円周 (えんしゅう)に対 (たい)して接 (せっ)線 (せん)方 (ほう)向 (こう)に割 (わ)った断 (だん)面 (めん)のことをいい、しばしば放射 (ほうしゃ)線状 (せんじょう)の模様 (もよう)が現 (あらわ)れます。

（２）年輪 (ねんりん)
[image: ]日本 (にほん)のようにの変化 (へんか)がはっきりとした地域 (ちいき)の樹木 (じゅもく)では、成長 (せいちょう)に伴 (ともな)って、木口面 (こぐちめん)に環状 (かんじょう)の層 (そう)が現 (あらわ)れます。これは、春 (はる)から夏 (なつ)にかけての成長 (せいちょう)の良 (よ)い時 (じ)期 (き)に形成 (けいせい)される淡色 (たんしょく)の「早 (そう)材 (ざい)」と、夏 (なつ)から秋 (あき)にかけて形成 (けいせい)される濃 (のう)色 (しょく)の「晩材 (ばんざい)」の色 (いろ)の違 (ちが)いによってできるもので、通常 (つうじょう)、１年 (ねん)に１つの層 (そう)ができることから、「年輪 (ねんりん)」と呼 (よ)んでいます。
資料：木づかい普及啓発テキスト「木の基本」

（３）・辺材 (へんざい)
　丸太 (まるた)の心 (しん)に近 (ちか)く色 (いろ)が濃 (こ)い部分 (ぶぶん)を「心材 (しんざい)」、周辺 (しゅうへん)にある色 (いろ)が薄 (うす)い部分 (ぶぶん)を「辺材 (へんざい)」と呼 (よ)びます。心材 (しんざい)の着色 (ちゃくしょく)は樹種 (じゅしゅ)によって異 (こと)なり、心材 (しんざい)と辺材 (へんざい)の色 (いろ)の区別 (くべつ)があまりはっきりとしない樹種 (じゅしゅ)もあります。
例 (たと)えば、日本 (にほん)の一般的 (いっぱんてき)な樹種 (じゅしゅ)であるスギでは、心材 (しんざい)と辺材 (へんざい)の色 (いろ)の違 (ちが)いが明 (あき)らかですが、ヒノキはスギに比 (くら)べるとやや分 (わ)かりにくいです。

（4）針葉樹材 (しんようじゅざい)・
　木材 (もくざい)は、針 (しん)葉 (よう)樹 (じゅ)材 (ざい)と広葉樹材 (こうようじゅざい)に分 (わ)けられ、それぞれを構成 (こうせい)する細胞 (さいぼう)や組織 (そしき)は異 (こと)なっています。
　針葉樹材 (しんようじゅざい)はに仮道管 (かどうかん)で構成 (こうせい)され、体積 (たいせき)の90％を占 (し)めています。一般 (いっぱん)に樹木 (じゅもく)の幹 (みき)がまっすぐで、軸 (じく)方向 (ほうこう)に長 (なが)い製 (せい)材 (ざい)を得 (え)ることができるため、柱 (はしら)や梁 (はり)などの構造材 (こうぞうざい)として使 (つか)われています。
一方 (いっぽう)、は、道管 (どうかん)や木部 (もくぶ)繊維 (せんい)などさまざまな要素 (ようそ)で構成 (こうせい)され、かつ、そのかたちや並 (なら)び方 (かた)も樹種 (じゅしゅ)によってさまざまです。このため、材 (ざい)の硬 (かた)さや重 (おも)さ、木目 (もくめ)の現 (あらわ)れ方 (かた)なども針葉樹材 (しんようじゅざい)より多様 (たよう)です。また、樹種 (じゅしゅ)によっては、材面 (ざいめん)に工芸的 (こうげいてき)な価値 (かち)をもった特徴的 (とくちょうてき)な模様 (もよう)が現 (あらわ)れることがあります。これを「杢 (もく)」と呼 (よ)び、その種類 (しゅるい)によってさまざまな名前 (なまえ)が付 (つ)けられています。


表 (ひょう)　木材 (もくざい)として利用 (りよう)される日本 (にほん)の主 (おも)な樹種 (じゅしゅ)
	
	樹種 (じゅしゅ)名 (めい)
	説明 (せつめい)

	針葉樹 (しんようじゅ)
	スギ
	蓄積量 (ちくせきりょう)、生産量 (せいさんりょう)ともに最 (もっと)も多 (おお)く、47都道府県 (とどうふけん)すべてにする。通 (つう)直 (ちょく)で加工性 (かこうせい)がよく、建築 (けんちく)用材 (ようざい)をはじめ様々 (さまざま)な用途 (ようと)で用 (もち)いられる。辺材 (へんざい)と心 (しん)材 (ざい)の区別 (くべつ)が明瞭 (めいりょう)で、心 (しん)材 (ざい)は通常 (つうじょう)は赤 (あか)みがかった色 (いろ)だが、黒褐色 (くろかっしょく)の「黒心 (くろしん)」が現 (あらわ)れることもある。

	
	ヒノキ
	蓄積量 (ちくせきりょう)、生産 (せいさん)量 (りょう)ともに、スギに次 (つ)いで２番目 (ばんめ)に多 (おお)く、本州 (ほんしゅう)の福島県 (ふくしまけん)以南 (いなん)に存在 (そんざい)する。辺 (へん)材 (ざい)は黄白 (おうはく)色 (しょく)、心 (しん)材 (ざい)は淡 (たん)黄褐色 (おうかっしょく)から淡 (たん)紅色 (こうしょく)。高 (こう)級 (きゅう)な建築用材 (けんちくようざい)など幅広 (はばひろ)い用途 (ようと)に用 (もち)いられる。

	
	カラマツ
	北 (ほっ)海 (かい)道 (どう)や長 (なが)野 (の)県 (けん)などの寒 (さむ)い地 (ち)方 (ほう)に存 (そん)在 (ざい)する落 (らく)葉 (よう)針 (しん)葉 (よう)樹 (じゅ)。辺 (へん)材 (ざい)は白色 (はくしょく)、心 (しん)材 (ざい)は褐色 (かっしょく)。小 (しょう)径 (けい)木 (ぼく)は狂 (くる)いやすいなどの欠 (けっ)点 (てん)がある。製材 (せいざい)用 (よう)のほか、合板 (ごうはん)用 (よう)材 (ざい)や杭 (くい)などの土木用 (どぼくよう)材 (ざい)などに利用 (りよう)される。

	
	このほか、マツ類 (るい)（アカマツ、クロマツ）、トドマツ、エゾマツなどがある。

	広葉樹 (こうようじゅ)
	代表的 (だいひょうてき)なものに、ミズナラ、セン（ハリギリ）、ブナ、カンバ、ケヤキなどがある。



（5）末 (すえ)口 (くち)・
　丸太 (まるた)の梢 (こずえ)側 (がわ)（細 (ほそ)い）の木口面 (こぐちめん)を「末 (すえ)口 (くち)」、根 (ね)側 (がわ)（太 (ふと)い）の木口面 (こぐちめん)を「元口 (もとくち)」と呼 (よ)びます。丸太 (まるた)から製材 (せいざい)された製品 (せいひん)についても、その上下 (じょうげ)が分 (わ)かっている場合 (ばあい)に使 (つか)われることがあります。
柱 (はしら)としてする際 (さい)は、木 (き)が生 (は)えていた時 (とき)と同 (おな)じように元口 (もとくち)を下 (した)にして使 (つか)うなどの決 (き)まりごとがあります。


（６）・木 (き)裏 (うら)
[image: ネクタイ, 衣類, スーツ, ブルー が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]　特 (とく)に、板目 (いため)などの板 (いた)の表面 (ひょうめん)のうち、樹皮側 (じゅひがわ)（丸太 (まるた)の）の面 (めん)のことを「木表 (きおもて)」、樹 (じゅ)心側 (しんがわ)（丸太 (まるた)の）の面 (めん)のことを「木 (き)裏 (うら)」といいます。（（２）年輪の図を参照のこと。）










（7）含水率 (がんすいりつ)
 木 (もく)材 (ざい)は、に水 (すい)分 (ぶん)を含 (ふく)んでおり、その全乾 (ぜんかん)質量 (しつりょう)（水 (すい)分 (ぶん)をく含 (ふく)まない状 (じょう)態 (たい)の質 (しつ)量 (りょう)のこと）にする割 (わり)合 (あい)を「含水率 (がんすいりつ)」といいます。



木 (もく)材 (ざい)をに長時間 (ちょうじかん)放置 (ほうち)すると含水率 (がんすいりつ)は一定 (いってい)となり、この時 (とき)の含水率 (がんすいりつ)のことを「平衡 (へいこう)含水率 (がんすいりつ)」といいます。その数値 (すうち)は気候 (きこう)によって異 (こと)なりますが、日本 (にほん)では平均 (へいきん)で約 (やく)15％です。


（８）材 (ざい)の強度 (きょうど)
　木 (もく)材 (ざい)のさは、力 (ちから)を加 (くわ)える方 (ほう)法 (ほう)や力 (ちから)を加 (くわ)える方 (ほう)向 (こう)によって異 (こと)なります。その強 (つよ)さは、①圧 (あっ)縮 (しゅく)強 (つよ)さ、②引 (ひっ)張 (ぱり)強 (つよ)さ、③曲 (ま)げ強 (つよ)さ、④せん断 (だん)強 (つよ)さ、⑤割 (かつ)裂 (れつ)強 (つよ)さなどで表 (あらわ)します。
強 (つよ)さに響 (きょう)を及 (およ)ぼす因 (いん)子 (し)には、次 (つぎ)のようなものがあります。

密 (みつ)度 (ど)：般 (ぱん)に、密 (みつ)度 (ど)が大 (おお)きいほど、強 (つよ)さは大 (おお)きくなる。
含 (がん)水 (すい)率 (りつ)：数 (すう)％から10％後 (ご)で強 (つよ)さは最 (もっと)も大 (おお)きくなり、繊維 (せんい)飽和点 (ほうわてん)（約 (やく)30％）でほぼ一定 (いってい)となる。
繊 (せん)維 (い)方 (ほう)向 (こう)：縮 (しゅく)、引 (ひっ)張 (ぱり)強 (つよ)さは繊 (せん)維 (い)方 (ほう)向 (こう)が最 (もっと)も強 (つよ)い。横 (よこ)方 (ほう)向 (こう)の強 (つよ)さでは、半 (はん)径 (けい)方 (ほう)向 (こう)の方 (ほう)が接 (せっ)線 (せん)方 (ほう)向 (こう)より強 (つよ)い。
節 (ふし)：とは、枝 (えだ)が樹 (じゅ)幹 (かん)の材 (ざい)に包 (つつ)み込 (こ)まれた部 (ぶ)分 (ぶん)のことをいう。節 (ふし)の周 (しゅう)辺 (へん)での繊 (せん)維 (い)の乱 (みだ)れなどにより強 (つよ)さが小 (ちい)さくなる。圧 (あっ)縮 (しゅく)強 (きょう)度 (ど)よりも引 (ひっ)張 (ぱり)強 (きょう)度 (ど)に影 (えい)響 (きょう)を及 (およ)ぼす。

このほかにも、や樹幹内 (じゅかんない)の部位 (ぶい)、晩 (ばん)材 (ざい)率 (りつ)、平均 (へいきん)年輪幅 (ねんりんはば)、寸法 (すんぽう)、あて材 (ざい)や腐 (くさ)れなどの木 (もく)材 (ざい)の欠 (けっ)点 (てん)なども強 (つよ)さに影 (えい)響 (きょう)します。


1.3　作業 (さぎょう)安全 (あんぜん)の知識 (ちしき)
（１）木 (もく)材 (ざい)産業 (さんぎょう)の災害 (さいがい)の発生 (はっせい)状況 (じょうきょう)
　木 (もく)材 (ざい)産業 (さんぎょう)では、災害 (さいがい)による死傷者数 (ししょうしゃすう)が年間 (ねんかん)約 (やく)1,000件 (けん)起 (お)きています。このうち死亡 (しぼう)災害 (さいがい)は約 (やく)10件 (けん)です。
機械 (きかい)のや安全 (あんぜん)対策 (たいさく)の推進 (すいしん)により、長期的 (ちょうきてき)に見 (み)れば労 (ろう)働 (どう)災 (さい)害 (がい)の件数 (けんすう)は減少 (げんしょう)しています。しかし、労働 (ろうどう)災害 (さいがい)の発生率 (はっせいりつ)は製造業 (せいぞうぎょう)全体 (ぜんたい)と比 (くら)べて4.4倍 (ばい)とく、未 (いま)だ改 (かい)善 (ぜん)すべき課 (か)題 (だい)は多 (おお)いです。
木 (もく)材 (ざい)産 (さん)業 (ぎょう)では、「れ・こすれ」や「はさまれ・巻 (ま)き込 (こ)まれ」による事 (じ)故 (こ)が全 (ぜん)体 (たい)の約 (やく)半 (はん)数 (すう)を占 (し)めています。木 (もく)材 (ざい)加 (か)工 (こう)作 (さ)業 (ぎょう)で発 (はっ)生 (せい)する労 (ろう)働 (どう)災 (さい)害 (がい)の多 (おお)くは、高 (こう)速 (そく)回 (かい)転 (てん)する工 (こう)具 (ぐ)に触 (ふ)れてしまったり、工具 (こうぐ)を回転 (かいてん)させるベルトや材 (ざい)の送 (おく)り装 (そう)置 (ち)にはさまれたりすることによって起 (お)きています。これらの作 (さ)業 (ぎょう)を行 (おこな)う時 (とき)には、十分 (じゅうぶん)に注 (ちゅう)意 (い)が必 (ひつ)要 (よう)です。

■事故の型別の死傷者数（令和元年～令和５年）
　


（２）安全 (あんぜん)にした服装 (ふくそう)
　安 (あん)全 (ぜん)な業 (ぎょう)を行 (おこな)うためには、従 (じゅう)事 (じ)する作 (さ)業 (ぎょう)や季 (き)節 (せつ)に応 (おう)じて服 (ふく)装 (そう)を選 (えら)ぶ必要 (ひつよう)があります。また、袖 (そで)締 (じ)まりや裾 (すそ)締 (じ)まりのよい作業服 (さぎょうふく)を着用 (ちゃくよう)しなければなりません。
特 (とく)に、のこやローラなどの回転部 (かいてんぶ)に巻 (ま)き込 (こ)まれるおそれのある作業 (さぎょう)をするときは、衣類 (いるい)のたるみや紐 (ひも)などに注意 (ちゅうい)し、手袋 (てぶくろ)や前掛け (まえかけ)、手 (て)ぬぐいなどは着用 (ちゃくよう)しないようにします。
　また、ヘルメットや作業帽 (さぎょうぼう)のほか、作業 (さぎょう)の内容 (ないよう)に応 (おう)じて、保護 (ほご)メガネやマスク、安全 (あんぜん)靴 (ぐつ)、耳 (みみ)栓 (せん)などの保護 (ほご)具 (ぐ)を正 (ただ)しく着 (ちゃく)用 (よう)することも必要 (ひつよう)です。


（３）リスクアセスメント
　リスクアセスメントとは、事業場 (じぎょうじょう)にある危険性 (きけんせい)や有害性 (ゆうがいせい)を見 (み)つけ出 (だ)し、それによる労働 (ろうどう)災害 (さいがい)の被害 (ひがい)の大 (おお)きさと、その災害 (さいがい)が発生 (はっせい)する可能性 (かのうせい)の高 (たか)さからリスクを見 (み)積 (つも)り、その優先度 (ゆうせんど)を設定 (せってい)した上 (うえ)で、そのリスクを減 (へ)らすための方法 (ほうほう)を検討 (けんとう)することです。
　リスクアセスメントをすることで、作業場 (さぎょうじょう)のリスクが明確化 (めいかくか)されるとともに、そこで働 (はたら)く人 (ひと)たちがリスクを認 (にん)識 (しき)・共 (きょう)有 (ゆう)し、危 (き)険 (けん)に対 (たい)する感 (かん)受 (じゅ)性 (せい)が高 (たか)まるなどの効 (こう)果 (か)が期 (き)待 (たい)できます。
（４）の安全 (あんぜん)装置 (そうち)の原理 (げんり)
　機械 (きかい)の装置 (そうち)や設備 (せつび)は、「フール・プルーフ」と「フェール・セーフ」という異 (こと)なる２つの考 (かんが)え方 (かた)に基 (もと)づいて設 (せっ)計 (けい)されています。

	フール・プルーフ
（fool proof）
	人間 (にんげん)はちを犯 (おか)しやすい存 (そん)在 (ざい)である、という認識 (にんしき)に立 (た)って設 (せっ)計 (けい)を行 (おこな)う考 (かんが)え方 (かた)のこと。機械 (きかい)の回転 (かいてん)部 (ぶ)にカバーをして人間 (にんげん)が手 (て)で触 (ふ)れないように隔 (かく)離 (り)したり、修 (しゅう)理 (り)などのために動作部 (どうさぶ)のカバーをあけると電気 (でんき)回路 (かいろ)が遮断 (しゃだん)されるインターロックなどの例 (れい)が該当 (がいとう)する。

	フェール・セーフ
（fail safe）
	何 (なに)かや失敗 (しっぱい)が起 (お)きたとしても、安全側 (あんぜんがわ)に作動 (さどう)し、事故 (じこ)や災害 (さいがい)に至 (いた)らないよう、全体 (ぜんたい)として安全 (あんぜん)が保 (たも)たれるとうにするという考 (かんが)え方 (かた)のこと。（フールプルーフと同様、例示が必要では？）



　木 (もく)材 (ざい)加工 (かこう)機械 (きかい)には、のカバーや、刃物 (はもの)への接触 (せっしょく)予防 (よぼう)装置 (そうち)、材 (ざい)料 (りょう)の飛散 (ひさん)やはねかえりの防止 (ぼうし)装置 (そうち)、点検 (てんけん)や修理 (しゅうり)のときに機械 (きかい)が動 (うご)かないようにするインターロック機構 (きこう)など、さまざまな安全 (あんぜん)装置 (そうち)が設置 (せっち)されています。
　これらの装置 (そうち)は、労働 (ろうどう)災害 (さいがい)から作 (さ)業者 (ぎょうしゃ)の身体 (からだ)を守 (まも)る重 (じゅう)要 (よう)な装置 (そうち)のため、取 (と)り外 (はず)して機 (き)械 (かい)を使用 (しよう)してはいけません。


（５）・工具 (こうぐ)の点検 (てんけん)
　機械 (きかい)やなどの不具合 (ふぐあい)が発生 (はっせい)すると、事故 (じこ)が発生 (はっせい)しやすくなります。そのため、機械 (きかい)を使用 (しよう)する前 (まえ)や定期的 (ていきてき)に点検 (てんけん)・整備 (せいび)を適切 (てきせつ)に行 (おこな)い、不具合 (ふぐあい)を防止 (ぼうし)することが重要 (じゅうよう)です。
点検 (てんけん)によって、に異常 (いじょう)があると分 (わ)かったときは、すぐに調整 (ちょうせい)・修理 (しゅうり)をする必要 (ひつよう)があります。
また、の点検 (てんけん)、整備 (せいび)、掃除 (そうじ)を行 (おこな)うときは、電源 (でんげん)をOFFにするなど、に機械 (きかい)の稼働 (かどう)を停止 (ていし)し、機械 (きかい)が不意 (ふい)に起動 (きどう)しないための措置 (そち)を徹底 (てってい)しましょう。

（６）４S活動 (かつどう)
４S活動 (かつどう)とは、「(Seiri)・(Seiton)・(Seiketsu)・(Seisou)」を日常的 (にちじょうてき)に行 (おこな)うことをいいます。
４S活動 (かつどう)ができていない事業場 (じぎょうじょう)では、置 (お)くべきでない場所 (ばしょ)に物 (もの)が置 (お)かれていて、作業 (さぎょう)スペースが確保 (かくほ)できずに接触 (せっしょく)事故 (じこ)が起 (お)きやすくなります。また、床 (ゆか)にのこ屑 (くず)や端 (は)材 (ざい)、樹皮 (じゅひ)などがあると、転倒 (てんとう)事故 (じこ)も起 (お)きやすくなります。
このため、作業前 (さぎょうまえ)の準備 (じゅんび)、作業後 (さぎょうご)の片 (かた)づけなど、日常 (にちじょう)業務 (ぎょうむ)の中 (なか)で「４S活動 (かつどう)」を行 (おこな)い、事故 (じこ)のリスクを減 (へ)らすことが重要 (じゅうよう)です。


第 (だい)2章 (しょう)　製品 (せいひん)とその利用 (りよう)
2.1　製材 (せいざい)
　製材 (せいざい)品 (ひん)は、その多 (おお)くが柱 (はしら)や土台 (どだい)、梁 (はり)桁 (けた)などの建築 (けんちく)用 (よう)材 (ざい)に使 (つか)われています。また、そのほかに、梱包 (こんぽう)用 (よう)材 (ざい)や土木 (どぼく)建築 (けんちく)用 (よう)材 (ざい)、家具 (かぐ)・建具 (たてぐ)用 (よう)材 (ざい)などにも使 (つか)われています。
　JAS規格 (きかく)では、「造作用 (ぞうさくよう)製材 (せいざい)」「目視 (もくし)等級 (とうきゅう)区 (く)分 (ぶん)構造用 (こうぞうよう)製材 (せいざい)」「機械 (きかい)等級 (とうきゅう)区 (く)分 (ぶん)構造用 (こうぞうよう)集成 (しゅうせい)材 (ざい)」「下地用 (したじよう)製材 (せいざい)」「広葉樹 (こうようじゅ)製材 (せいざい)」に区 (く)分 (ぶん)されています。
製材 (せいざい)品 (ひん)の種類 (しゅるい)は、横断 (おうだん)面 (めん)の形 (かたち)によって、次 (つぎ)の３種類 (しゅるい)があります。

	板類 (いたるい)
	木口 (こぐち)の短辺 (たんぺん)が75mm未満 (みまん)で、かつ、木口 (こぐち)の長辺 (ちょうへん)が短辺 (たんぺん)の４倍 (ばい)以上 (いじょう)のもの

	角類 (かくるい)
	・木口 (こぐち)の短辺 (たんぺん)が75mm以上 (いじょう)のもの
・木口 (こぐち)の短辺 (たんぺん)が75mm未満 (みまん)で、かつ、木口 (こぐち)の長辺 (ちょうへん)が木口 (こぐち)の短辺 (たんぺん)の4倍 (ばい)未満 (みまん)のもの

	円柱類 (えんちゅうるい)
（構造用のみ）
	木口 (こぐち)の形状 (けいじょう)が円形 (えんけい)であって、直径 (ちょっけい)が長 (なが)さ方向 (ほうこう)に一定 (いってい)であるもの



　以下 (いか)では、製材 (せいざい)品 (ひん)のＪＡＳ規格 (きかく)について説明 (せつめい)します。

（１）造作用 (ぞうさくよう)製材 (せいざい)
　針葉樹 (しんようじゅ)を材 (ざい)料 (りょう)とし、敷居 (しきい)や鴨居 (かもい)、壁 (かべ)、その他 (た)の建築 (けんちく)物 (ぶつ)の造作 (ぞうさく)に使 (つか)われます。

（２）構造用 (こうぞうよう)製材 (せいざい)
針葉樹 (しんようじゅ)を材 (ざい)料 (りょう)とし、構造 (こうぞう)物 (ぶつ)の構造 (こうぞう)耐力上 (たいりょくじょう)主要 (じょうしゅ)な部 (ぶ)分 (ぶん)に使 (つか)われます。構造用 (こうぞうよう)製材 (せいざい)の規格 (きかく)には、節 (ふし)などの欠点 (けってん)を目視 (もくし)により測定 (そくてい)して等級 (とうきゅう)区 (く)分 (ぶん)する「目視 (もくし)等級 (とうきゅう)区 (く)分 (ぶん)構造用 (こうぞうよう)製材 (せいざい)」と、機械 (きかい)によりヤング係数 (けいすう)を測定 (そくてい)して等級 (とうきゅう)区 (く)分 (ぶん)する「機械 (きかい)等級 (とうきゅう)区分 (わ)構造用 (こうぞうよう)製材 (せいざい)」があります。
目視 (もくし)等級 (とうきゅう)区 (く)分 (ぶん)構造用 (こうぞうよう)製材 (せいざい)は、横架 (おうか)材 (ざい)などの高 (たか)い曲 (ま)げ性能 (せいのう)を必要 (ひつよう)とする部 (ぶ)分 (ぶん)に使 (つか)われる「甲種 (こうしゅ)構造 (こうぞう)材 (ざい)」と、柱 (はしら)材 (ざい)などの圧縮 (あっしゅく)性能 (せいのう)を必要 (ひつよう)とする部 (ぶ)分 (ぶん)に使 (つか)われる「乙種 (おつしゅ)構造 (こうぞう)材 (ざい)」に分 (わ)けられ、節 (ふし)の大 (おお)きさや割 (わ)れ、曲 (ま)がりなどによって１～３級 (きゅう)の３等級 (とうきゅう)に区 (く)分 (ぶん)されます。
　機械 (きかい)等級 (とうきゅう)区 (く)分 (ぶん)構造用 (こうぞうよう)製材 (せいざい)は、木 (もく)材 (ざい)の曲 (ま)げヤング係数 (けいすう)をグレーディングマシンなどの機械 (きかい)で１本 (ぽん)ずつ測定 (そくてい)したもので、E５０・E70・E90・E110・E130・E150の６段階の等級 (とうきゅう)に区 (く)分 (ぶん)されます。数値 (すうち)が大 (おお)きいほど強度 (きょうど)が高 (たか)くなります。

（３）下地用 (したじよう)製材 (せいざい)
　針葉樹 (しんようじゅ)を材 (ざい)料 (りょう)とするもので、建築 (けんちく)物 (ぶつ)の屋根 (やね)、床 (ゆか)、壁 (かべ)などの下地 (したじ)（外部 (がいぶ)から見 (み)えない部 (ぶ)分 (ぶん)）に使用 (しよう)されるものをいいます。

（４）広葉樹 (こうようじゅ)製材 (せいざい)
　広葉樹 (こうようじゅ)を材 (ざい)料 (りょう)とした製材 (せいざい)のことをいいます。


なお、JAS規格 (きかく)による区 (く)分 (ぶん)ではなく、一般的 (いっぱんてき)な商取引 (しょうとりひき)の慣習 (かんしゅう)として、以下 (いか)のような種類 (しゅるい)の製材 (せいざい)品 (ひん)もあります。

	①羽柄 (はがら)材 (ざい)
	構造材以外の垂木 (たるき)、貫 (ぬき)、野地板 (のじいた)など小断 (しょうだん)面 (めん)の製材 (せいざい)品 (ひん)の総称 (そうしょう)

	②板 (いた)割 (わり)
	板類 (いたるい)のうち、厚板 (あついた)に相当 (そうとう)する製材 (せいざい)品 (ひん)

	③小割 (こわり)材 (ざい)
	角類 (かくるい)のうち、垂木 (たるき)以下 (いか)の小断 (しょうだん)面 (めん)のものの総称 (そうしょう)

	④たいこ材 (ざい)
	丸太 (まるた)の相対 (あいたい)する二方 (にほう)を平行 (へいこう)してのこ挽 (び)きした製材 (せいざい)品 (ひん)で、根太 (ねだ)、小屋 (こや)梁 (はり)などに用 (もち)いられる

	⑤半 (はん)割 (わり)・二 (ふた)つ割 (わり)・三 (み)つ割 (わり)
	角類 (かくるい)の製材 (せいざい)品を1/2、1/3の厚 (あつ)さにのこ挽 (び)きしたもので筋違 (すじか)い、間 (ま)柱 (ばしら)、まぐさなどに用 (もち)いられる

	⑥大角 (だいかく)・中角 (ちゅうかく)・小角 (しょうかく)
	輸入 (ゆにゅう)製材 (せいざい)品 (ひん)の角 (かく)材 (ざい)で、５インチ未満 (みまん)を、５～16インチを中角 (なかかく)、18インチ以上 (いじょう)を大角 (だいかく)と呼 (よ)ぶ




2.2 集成 (しゅうせい)材 (ざい)
集成 (しゅうせい)材 (ざい)は、乾燥 (かんそう)したラミナを使用 (しよう)して作 (つく)られるため、寸法 (すんぽう)の精度 (せいど)・安定 (あんてい)性が高 (たか)く、いのがです。また、製造 (せいぞう)工程 (こうてい)で節 (ふし)などの欠点 (けってん)を取 (と)り除 (のぞ)くため、バラツキがなく強度 (きょうど)性能 (せいのう)のバラツキがなく、が安定 (あんてい)していることが大きなも特徴 (とくちょう)です。
[image: ][image: ]さらに、集成材 (しゅうせいざい)は、幅 (はば)、厚 (あつ)さ、長 (なが)さ方向 (ほうこう)を自由 (じゆう)に接着 (せっちゃく)して作 (つく)ることができます。このため、サイズ・形状 (けいじょう)の自由度 (じゆうど)が高 (たか)く、長大 (ちょうだい)材 (ざい)や、アーチ材 (ざい)のような湾曲 (わんきょく)材 (ざい)も製造 (せいぞう)することができます。
写真：日本集成材工業協同組合「集成材のはなし」
（１）構造用 (こうぞうよう)集成 (しゅうせい)材 (ざい)
　構造用 (こうぞうよう)集成 (しゅうせい)材 (ざい)は、柱 (はしら)、梁 (はり)、土台 (どだい)など構造 (こうぞう)物 (ぶつ)の耐力部 (たいりょくぶ)材 (ざい)として用 (もち)いられます。JAS規格では、断面の大きさにより以下のように区分されます。
大断面：短辺 (たんぺん)が15cm以上 (いじょう)、断 (だん)面 (めん)積 (せき)が300㎠以上 (いじょう)のもの
中断面：短辺 (たんぺん)が7.5cm以上 (いじょう)、長辺 (ちょうへん)が15cm以上 (いじょう)のもの
[image: ]小断面：短辺 (たんぺん)が7.5cm未満 (みまん)又 (また)は長辺 (ちょうへん)が15cm未満 (みまん)のもの
　　　　　　　　　　　　　中断面：梁・桁　　　　　　　　　　　　　　　　　小断面：柱・土台
写真：日本集成材工業協同組合「集成材のはなし」
このうち、小 (しょう)・中断 (ちゅうだん)面 (めん)集成 (しゅうせい)材 (ざい)は住宅 (じゅうたく)の、また、や・などに、大断 (だいだん)面 (めん)集成 (しゅうせい)材 (ざい)は体育館 (たいいくかん)や商業 (しょうぎょう)施設 (しせつ)などの非住宅 (ひじゅうたく)木造 (もくぞう)建築 (けんちく)物 (ぶつ)のや・などに用 (もち)いられます。ることがいです。
構造用 (こうぞうよう)集成 (しゅうせい)材 (ざい)の強度 (きょうど)性能 (せいのう)は、JAS規格に定 (さだ)める強度 (きょうど)等級 (とうきゅう)によって「E－F」で表示 (ひょうじ)されます。Eは曲 (ま)げヤング係数 (けいすう)、Fは曲 (ま)げ強 (つよ)さを表 (あらわ)しています。
そのほか、美観 (びかん)を目的 (もくてき)に、表面 (ひょうめん)に化粧 (けしょう)薄板 (うすいた)を貼 (は)り付 (つ)けた「化粧 (けしょう)ばり構造用 (こうぞうよう)集成 (しゅうせい)柱 (ばしら)」もあり、主 (おも)に住宅 (じゅうたく)の和室の柱 (はしら)材 (ざい)として用 (もち)いられています。

（２）造作用 (ぞうさくよう)集成 (しゅうせい)材 (ざい)
　造作用 (ぞうさくよう)集成 (しゅうせい)材 (ざい)は、美観 (びかん)を備 (そな)えた集成 (しゅうせい)材 (ざい)として、構造 (こうぞう)物 (ぶつ)などの内部 (ないぶ)造作 (ぞうさく)や家具 (かぐ)に用 (もち)いられています。非耐力 (ひたいりょく)部 (ぶ)材 (ざい)であり、荷 (か)重 (じゅう)の掛 (か)かる部 (ぶ)位 (い)には使 (つか)われません。
[image: ]造作用 (ぞうさくよう)集成 (しゅうせい)材 (ざい)の表面 (ひょうめん)に化粧 (けしょう)薄板 (うすいた)を貼 (は)り付 (つ)けたもの、またはにりなどのをしたものを「化粧 (けしょう)ばり造作用 (ぞうさくよう)集成 (しゅうせい)材 (ざい)」といいます。
造作用集成材、化粧ばり造作用集成材とも、にりなどのをしたものもあります。
写真：日本集成材工業協同組合「集成材のはなし」


2.3　合板 (ごうはん)
　合板 (ごうはん)は、広 (ひろ)い面 (めん)積 (せき)が得 (え)られること、伸 (の)び縮 (ちぢ)みが少 (すく)ないこと（寸法 (すんぽう)安定 (あんてい)性 (せい)が高 (たか)い）、面 (めん)としての強 (つよ)さが得 (え)られることなどの特長 (とくちょう)があります。その用途 (ようと)は住宅 (じゅうたく)や建物 (たてもの)に関 (かん)するものから、楽器 (がっき)や運動 (うんどう)用具 (ようぐ)、事務 (じむ)用品 (ようひん)など生活 (せいかつ)に関 (かん)するもの、鉄道 (てつどう)車両 (しゃりょう)の内装 (ないそう)やトラックの荷台 (にだい)などの乗物 (のりもの)に関 (かん)するものまで幅広 (はばひろ)いです。
　JAS規格 (きかく)においては、その用途 (ようと)により「普通 (ふつう)合板 (ごうはん)」「コンクリート型枠用 (かたわくよう)合板 (ごうはん)」「構造用 (こうぞうよう)合板 (ごうはん)」などの種類 (しゅるい)が定 (さだ)められています。

（１）普通 (ふつう)合板 (ごうはん)
　家具 (かぐ)や木工 (もっこう)など一般的 (いっぱんてき)な用途 (ようと)に広 (ひろ)く使 (つか)われる合板 (ごうはん)で、「ベニヤ」ともばれます。ラワンやシナなど広葉樹 (こうようじゅ)が主 (おも)な原料 (げんりょう)として用 (もち)いられます。
[image: 屋外, 道路, 草, 横 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 木製の戸棚のある部屋

中程度の精度で自動的に生成された説明]サイズは、910mm×1820mmが一般的 (いっぱんてき)です。このサイズのことを「３×６（さぶろく）」とも呼 (よ)びます。厚 (あつ)さは用途 (ようと)によって異 (こと)なりますが、薄手 (うすで)のものは薄物 (うすもの)合板 (ごうはん)と呼 (よ)ばれています。
　　　　　　　　　　　　会 (かい)議 (ぎ)用 (よう)テーブル　　　　　　　　　　　　　　選 (せん)挙 (きょ)ポスター用 (よう)掲 (けい)示 (じ)板 (ばん)　

（２）コンクリート型枠用 (かたわくよう)合板 (ごうはん)
　一定 (いってい)の強度 (きょうど)や耐水 (たいすい)性能 (せいのう)があり、コンクリートを流 (なが)し込 (こ)んで成 (せい)形 (けい)するための型枠 (かたわく)として、建設 (けんせつ)・土木 (どぼく)工事 (こうじ)の現場 (げんば)で多 (おお)く使用 (しよう)されています。「コンパネ」とも呼 (よ)ばれます。
[image: ][image: 建物 が含まれている画像

自動的に生成された説明]コンクリート打設後 (だせつご)の表面 (ひょうめん)が滑 (なめ)らかになるよう、合板 (ごうはん)の表面 (ひょうめん)に塗装 (とそう)などの加工 (かこう)をしたものもあります。
写真：日本合板工業組合連合会HP
（３）構造用 (こうぞうよう)合板 (ごうはん)
　建築 (けんちく)物 (ぶつ)の構造 (こうぞう)耐力上 (たいりょくじょう)、重要 (じゅうよう)な部位 (ぶい)に使用 (しよう)される合板 (ごうはん)のことです。主 (おも)に、壁 (かべ)や床 (ゆか)、屋根 (やね)の下地 (したじ)材 (ざい)として使 (つか)われています。そのほとんどに国産 (こくさん)の針葉樹 (しんようじゅ)合板 (ごうはん)が使 (つか)われています。
　サイズは、普通 (ふつう)合板 (ごうはん)と同 (おな)じで、「さぶろく」と呼 (よ)ばれるサイズが最 (もっと)も普 (ふ)及 (きゅう)しています。厚 (あつ)さは、一般的 (いっぱんてき)に、壁 (かべ)では9mmや12mm、床 (ゆか)では12～28ｍｍの製品 (せいひん)が使 (つか)われています。特 (とく)に、24mmと28mmのものは厚物 (あつもの)構造用 (こうぞうよう)合板 (ごうはん)と呼 (よ)ばれ、床 (ゆか)の根太 (ねだ)が省略 (しょうりゃく)できることから普及 (ふきゅう)が進 (すす)んでいます。
[image: 建物, 天井, 座る, 電車 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: ]JAS規格 (きかく)では、その強度 (きょうど)試験 (しけん)の種類 (しゅるい)によって１級 (きゅう)と2級 (きゅう)の等級 (とうきゅう)が、接着 (せっちゃく)性能 (せいのう)によって特類 (とくるい)と１類 (るい)が定 (さだ)められています。一般的 (いっぱんてき)に、壁 (かべ)や床 (ゆか)、屋根 (やね)の下地 (したじ)材 (ざい)には、2級 (きゅう)の特類 (とくるい)が使 (つか)われています。
写真：日本合板工業組合連合会ＨＰ


2.4　LVL
　LVLは、2～4mmの厚 (あつ)さの単板 (たんぱん)を数層 (すうそう)から数十層 (すうじゅっそう)重 (かさ)ねて作 (つく)るため、合板 (ごうはん)よりも製品 (せいひん)が厚 (あつ)いものが多 (おお)く、軸 (じく)材 (ざい)料として使 (つか)われることが多 (おお)いです。（そもそも軸材としての使用を考えているものなので、合板との比較は意味がないと思います。）
やにべてのばらつきがないこと（積層数が多いと、ばらつきが小さくなるという積層効果のことかもしれませんが、定量的な根拠がありますでしょうか。製品間での比較はやめたらどうでしょうか。）、また、寸法 (すんぽう)の自由度 (じゆうど)が高 (たか)く、長尺 (ちょうじゃく)や幅広 (はばびろ)の材 (ざい)を生産 (せいさん)できることなどが特長 (とくちょう)です。
JAS規格 (きかく)においては、その用途 (ようと)により「構造用 (こうぞうよう)単板 (たんぱん)積層 (せきそう)材 (ざい)」「造作用 (ぞうさくよう)単板 (たんぱん)積層 (せきそう)材 (ざい)」の２種類 (しゅるい)があります。

[image: ]（１）構造用 (こうぞうよう)単板 (たんぱん)積層 (せきそう)材 (ざい)写真：（一社）全国LVL協会HP

主 (おも)に構造 (こうぞう)物 (ぶつ)の耐力部 (たいりょくぶ)材 (ざい)として用 (もち)いられるものをいいます。
直交 (ちょっこう)する単板 (たんぱん)を入 (い)れないもの、または最外層 (さいがいそう)から２層目 (そうめ)のみに入 (い)れるものを「A種 (しゅ)構造用 (こうぞうよう)単板 (たんぱん)積層 (せきそう)材 (ざい)」、それ以外 (いがい)のものを「B種 (しゅ)構造用 (こうぞうよう)単板 (たんぱん)積層 (せきそう)材 (ざい)」といいます。
[image: ][image: ]B種 (しゅ)構造用 (こうぞうよう)単板 (たんぱん)積層 (せきそう)材 (ざい)は、直交 (ちょっこう)する単板 (たんぱん)の入 (い)れ方 (かた)が細 (こま)かく決 (き)められており、より寸法 (すんぽう)安定 (あんてい)性が高 (たか)く、面 (めん)材 (ざい)としての利用 (りよう)が可能 (かのう)です。
丸森保育園（梁）　　　　　　　　　　　　　　　 小菅村体育館（屋根トラス）
写真：（一社）全国LVL協会HP


（２）造作用 (ぞうさくよう)単板 (たんぱん)積層 (せきそう)材 (ざい)
[image: ][image: ]　非 (ひ)構造用 (こうぞうよう)のもので、主 (おも)に家具 (かぐ)・建具 (たてぐ)などの基 (き)材 (ざい)や、構造 (こうぞう)物 (ぶつ)の内部 (ないぶ)造作 (ぞうさく)に用 (もち)いられるものをいいます。
はとばキッチン（積層面利用）　　　　　　　　　　　　　展示ブース（積層面利用）
写真：（一社）全国LVL協会HP

2.5 ツキ板 (いた)
ツキ板 (いた)は家具 (かぐ)・建具 (たてぐ)や建築 (けんちく)内装 (ないそう)などの表面 (ひょうめん)装飾 (そうしょく)・化粧 (けしょう)用 (よう)に用 (もち)いられる単板 (たんぱん)のことで、「化粧 (けしょう)単板 (たんぱん)」とも呼 (よ)ばれます。
ツキ板 (いた)は、そのままの状態 (じょうたい)で利用 (りよう)されることはほとんどなく、さまざまな材 (ざい)料 (りょう)の基 (き)材 (ざい)に貼 (は)り合 (あ)わせることで製品 (せいひん)として完成 (かんせい)します。用途 (ようと)に応 (おう)じて、以下 (いか)のようなさまざまな基 (き)材 (ざい)が用 (もち)いられています。

（１）木質 (もくしつ)基 (き)材 (ざい)
[image: ]　一般的 (いっぱんてき)に、ラワン合板 (ごうはん)やMDF、パーティクルボードなど表面 (ひょうめん)平滑性 (へいかつせい)の高 (たか)いものが利用 (りよう)されます。主 (おも)な用途 (ようと)は、家具 (かぐ)、建具 (たてぐ)、一般 (いっぱん)内装 (ないそう)です。


[image: プライシート | 製品紹介 | 北三株式会社]（２）金属 (きんぞく)板基 (ばんき)材 (ざい)
　金属 (きんぞく)板 (いた)とツキ板 (いた)を、繊維 (せんい)質 (しつ)シートを介 (かい)して特殊 (とくしゅ)な接着 (せっちゃく)剤 (ざい)で接着 (せっちゃく)するもので、寸法 (すんぽう)安定 (あんてい)性 (せい)、形状 (けいじょう)安定 (あんてい)性 (せい)、成形性 (せいけいせい)に優 (すぐ)れています。不燃性 (ふねんせい)の内装 (ないそう)材 (ざい)として、建築 (けんちく)内装 (ないそう)のほか、エレベーターや鉄道 (てつどう)車両 (しゃりょう)の内装 (ないそう)などにも用 (もち)いられています。

[image: ]（３）ガラス基 (き)材 (ざい)
　ツキ板 (いた)を板 (いた)ガラスで覆 (おお)うように接着 (せっちゃく)するもので、木目 (もくめ)が鮮明 (せんめい)に表現 (ひょうげん)され、耐久性 (たいきゅうせい)にも優 (すぐ)れています。主 (おも)な用途 (ようと)は、内装 (ないそう)壁 (へき)面 (めん)、家具 (かぐ)、照明 (しょうめい)器具 (きぐ)などです。

[image: ]　（４）布基 (ぬのき)材 (ざい)（不織 (ふしょく)布 (ふ)・和紙 (わし)）
　　　ツキ板 (いた)を不織 (ふしょく)布 (ふ)や和紙 (わし)に貼 (は)り付 (つ)けたもので、ツキ板 (いた)の強度 (きょうど)が上 (あ)がり、破 (やぶ)れ、裂 (さ)けにくくなります。さまざまな材 (ざい)料 (りょう)に後 (あと)から貼 (は)り付 (つ)けられることができます。また、柔軟性 (じゅうなんせい)に優 (すぐ)れ、曲 (きょく)面 (めん)加工 (かこう)に適 (てき)していることなどの特徴 (とくちょう)があります。
　   主な用途は、住宅部材や家具、装飾品、自動車などさまざまです。


[image: ]　（５）不 (ふ)燃 (ねん)基 (き)材 (ざい)
　　ツキ板 (いた)を火山性 (かざんせい)ガラス質 (しつ)複層板 (ふくそうばん)や繊維 (せんい)強化 (きょうか)セメント板 (ばん)などの不燃性 (ふねんせい)の基 (き)材 (ざい)に貼 (は)り付 (つ)けたものです。建築 (けんちく)基準 (きじゅん)法 (ほう)による内装 (ないそう)制限 (せいげん)がかかる空間 (くうかん)においても、内装 (ないそう)壁 (へき)面 (めん)として利用 (りよう)できます。

2.6　フローリング
JAS規格 (きかく)では、「単層 (たんそう)フローリング」と「複合 (ふくごう)フローリング」の２種類があります。ひき板 (いた)を基 (き)材 (ざい)とし、厚 (あつ)さ方向 (ほうこう)の構成 (こうせい)層 (そう)が１のフローリングを単層 (たんそう)フローリングといい、それ以外 (いがい)のものは複合 (ふくごう)フローリングとされています。

（１）単層 (たんそう)フローリング
[image: ][image: ]　単層 (たんそう)フローリングは、経年 (けいねん)使用 (しよう)により表面 (ひょうめん)が劣 (れっ)化 (か)したときに、表面 (ひょうめん)を研磨 (けんま)して再塗装 (さいとそう)するなどのメンテナンスを行 (おこな)うことで長期的 (ちょうきてき)に使用 (しよう)できることが特長 (とくちょう)です。住宅 (じゅうたく)だけでなく、学校 (がっこう)や体育館 (たいいくかん)などの文教 (ぶんきょう)施設 (しせつ)、商業 (しょうぎょう)施設 (しせつ)でも使用 (しよう)されています。
写真：（一社）日本フローリング工業会「フローリングガイド」
[image: ][image: ][image: ]単層フローリングには、ひき板 (いた)を基 (き)材 (ざい)としてボードにした「フローリングボード」、ひき板 (いた)を２枚 (まい)以上 (いじょう)並 (なら)べて接 (せつ)合 (ごう)した「フローリングブロック」、最 (さい)長辺 (ちょうへん)が22.5cm以下 (いか)のひき板 (いた)の小片 (しょうへん)を２個 (こ)以上 (いじょう)並 (なら)べ、紙 (かみ)などを使用 (しよう)して組 (く)み合 (あ)わせた「モザイクパーケット」などの種類 (しゅるい)があります。モザイクパーケット
フローリングブロック
フローリングボード


（２）複合 (ふくごう)フローリング
[image: ]　複合 (ふくごう)フローリングは、その基 (き)材 (ざい)や表面 (ひょうめん)の化粧 (けしょう)材 (ざい)の組 (く)み合 (あ)わせが多種多様 (たしゅたよう)であり、さまざまな製品 (せいひん)が販売 (はんばい)されています。日本 (にほん)で多 (おお)く生産 (せいさん)されているのは、合板 (ごうはん)を基 (き)材 (ざい)として天然 (てんねん)木 (ぼく)ツキ板 (いた)やオレフィンシートで表面 (ひょうめん)化粧 (けしょう)したものです。針葉樹合板を基材とした
複合フローリング

　複合 (ふくごう)フローリングは、水 (すい)分 (ぶん)による膨 (ぼう)潤 (じゅん)収縮 (しゅうしゅく)が少 (すく)なく、寸法 (すんぽう)安定 (あんてい)性 (せい)に優 (すぐ)れています。また、一般的 (いっぱんてき)に、単層 (たんそう)フローリングに比 (くら)べて価 (か)格 (かく)が安 (やす)いため、住宅 (じゅうたく)やマンション、オフィスなどで使用 (しよう)されています。
2.7　チップ
木 (もく)材 (ざい)チップは、その原料 (げんりょう)によって用途 (ようと)が異 (こと)なります。
原木 (げんぼく)や製材 (せいざい)工場 (こうじょう)などから出 (で)る工場 (こうじょう)残 (ざん)材 (ざい)、林地残 (りんちざん)材 (ざい)を原料 (げんりょう)とするものは、主に製紙用 (せいしよう)や燃料用 (ねんりょうよう)に使 (つか)われています。一方 (いっぽう)、家屋 (かおく)などの解体 (かいたい)材 (ざい)や廃 (はい)材 (ざい)を原料 (げんりょう)とするものは、ボイラー燃料 (ねんりょう)や木質 (もくしつ)ボードの原料 (げんりょう)に使 (つか)われています。

（１）製紙用 (せいしよう)原料 (げんりょう)
　製紙 (せいし)工場 (こうじょう)において、チップからパルプを作 (つく)り、パルプから紙 (かみ)を生産 (せいさん)する原料 (げんりょう)として用 (もち)いられます。

（２）ボード用 (よう)原料 (げんりょう)
　木質 (もくしつ)ボード工場 (こうじょう)において、繊維 (せんい)板 (ばん)やパーティクルボードの原料 (げんりょう)として用 (もち)いられます。

（３）燃料用 (ねんりょうよう)
　木質 (もくしつ)バイオマス発電所 (はつでんしょ)における燃料 (ねんりょう)として用 (もち)いられています。特 (とく)に、近年 (きんねん)は再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギーとして、国内 (こくない)での木質 (もくしつ)バイオマス発電所 (はつでんしょ)の稼働 (かどう)が増加 (ぞうか)しており、燃料用 (ねんりょうよう)チップの需要 (じゅよう)も増加 (ぞうか)しています。

（４）その他 (た)の用途 (ようと)
　地 (じ)面 (めん)に敷 (し)いた際 (さい)のクッション性 (せい)に優 (すぐ)れることから、ガーデニングのマルチ材 (ざい)や公園 (こうえん)の遊歩 (ゆうほ)道 (どう)、競走 (きょうそう)馬 (ば)のトレーニングコースなどにも使 (つか)われています。


2.8　プレカット
　プレカットは、データに基 (もと)づく高精度 (こうせいど)の加工 (かこう)により部 (ぶ)材 (ざい)の品質 (ひんしつ)が安定 (あんてい)すること、建築 (けんちく)現場 (げんば)で大工 (だいく)が手作業 (てさぎょう)で加工 (かこう)するよりも工期 (こうき)を短 (みじか)くできること、建築 (けんちく)現場 (げんば)で木 (き)くずなどのゴミの発生 (はっせい)を減 (へ)らせることなどのメリットがあることから、その普及 (ふきゅう)が進 (すす)んでいます。
近年 (きんねん)では、軸 (じく)組 (ぐみ)工法 (こうほう)住宅 (じゅうたく)の主 (おも)な構造 (こうぞう)材 (ざい)の9割 (わり)以上 (いじょう)でプレカット材 (ざい)が利用 (りよう)されています。

[分類名]
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